
第７号様式 

企業の施工能力 
 
工事名：                

商号又は名称：              

 

発 注 者  

工 事 名  

工事箇所  

請負金額               円（         円） 

工事種類  

契 約 日 平成  年  月  日 

工 期 平成  年  月  日～平成  年  月  日 

受注形態  

工事概要 

 

過
去
10
年
間
の
同
種
工
事
の
施
工
実
績
（
元
請
に
よ
る
実
績
） 

CORINS 登録の

有無 

□ 有（CORINS 登録番号          ） 

□ 無 

平均点の有無
□ 有 

□ 無 
市発注の類似工事に

おける過去 2 か年度

以降の工事成績の平

均点 平均点 
                 点 

※上記で有の場合に算出する。 

適用の有無 
□ 有 

□ 無 

工事名及び 

入札年月日 

(工事名) 

(入札日) 平成  年  月  日 

落札者の有無
□ 調査の結果落札者とならなかった 

□ 調査の結果落札者となった 

完了の有無 
□ 完了している（平成  年  月  日  ） 

□ 完了していない 

市発注工事における

過去 2 か年度以降の

低入札価格調査制度

の適用 

工事成績 
□ 有（   点） 

□ 無（未受領） 



 (注) 

（施工実績について） 

１ 記入する同種工事の実績とは元請としての実績とし、件数は１件とする。ただし、対象となる工

事の契約日及び完了日が入札公告日前の１０年間に含まれること。 

２ 請負金額の（ ）は、共同企業体の場合の全体額を記入すること。 

３ 受注形態は、単体又は○○ＪＶ（出資比率○○％）と記入すること。 

４ 共同企業体としての実績は、出資比率が２０％以上のものに限ること。 

５ 工事種類は、同種工事として評価を受ける工事の種類を記入すること。 

  ※土木一式工事、建築一式工事等と広義的な区分で可とする場合とボックスカルバート工事、護

岸工事など狭義的な区分で可とする場合があるので、入札公告及び入札説明書を確認すること。 

６ 工事概要は、工事公告にある「工事概要」の項目等を参考に、評価基準に該当する工事であるこ

とが確認できるように記入すること。 

７ 当該工事の内容を証明できるもの（竣工時工事カルテ、契約書、図面の写し等）を添付すること。 

 

（工事成績について） 

１ 工事成績とは、野田市総務部工事検査担当で評価した成績評定点。 

２ 工事成績評定評価の平均点数の算出方法 

平均点＝過去 2 か年度以降の工事成績の合計÷当該件数（小数点以下切捨て） 

平均点の根拠となる個々の工事の工事成績評定点を一覧表にして添付すること（工事名、工事箇

所、契約金額、契約日及び完了日、工事成績評定点等が一覧表となっているもの）。工事検査結果

通知書の写しを添付すること。 

なお、工事成績評定点がない場合（評定のない場合も含む）の提出は不要。 

 

（低入札価格調査制度の適用について） 

１ 野田市が発注した工事における、過去 2 か年度以降の低入札価格調査制度の適用状況により評価

する。 

２ 適用判断日は、低入札価格調査制度の適用となった入札日が上記期間に含まれているときとする。 

３ 工事成績とは、野田市総務部工事検査担当で評価した成績評定点。落札者となった場合に記入す

る。 


